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二 高 齢 者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ ス の 提 供 に 係 る

契 約
高 齢 者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ ス の 提 供 に 係 る

契 約 は 、 住 宅 に 係 る 契 約 と 別 に 明 確 に 区 分 し

て 締 結 す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 契 約 書 に

は 、 高 齢 者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ ス の 内 容 及 び

費 用 の 内 訳 を 明 示 す る と と も に 、 前 払 い で 費

用 を 徴 収 す る 場 合 の 償 還 ル ー ル 及 び 返 還 す る

場 合 に 備 え た 保 全 措 置 、 身 元 引 受 人 を 記 載 す

る 場 合 の 権 利 義 務 、 賃 貸 住 宅 の 退 去 時 の 高 齢

者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ ス の 契 約 の 扱 い を 明 記

す る こ と が 望 ま し い 。

三 高 齢 者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ ス の 提 供

高 齢 者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ ス を 提 供 す る 事

業 者 は 、 高 齢 者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ ス の う ち 、

例 え ば 介 護 保 険 法 に 規 定 す る 居 宅 サ ー ビ ス 事

業 、 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 事 業 及 び 介 護 予 防

サ ー ビ ス 事 業 に つ い て は 当 該 サ ー ビ ス の 提 供

を 賃 貸 借 契 約 の 条 件 と し な い な ど 、 老 人 福 祉

法 、 介 護 保 険 法 等 の 関 係 法 令 を 遵 守 す る と と

も に 、 関 係 す る ガ イ ド ラ イ ン 等 を 参 考 に サ ー

ビ ス の 向 上 に 努 め る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、

入 居 者 が 、 賃 貸 の 条 件 と さ れ た 高 齢 者 居 宅 生

活 支 援 サ ー ビ ス 以 外 の 、 外 部 事 業 者 が 提 供 す

る サ ー ビ ス の 利 用 を 希 望 し た 場 合 に は 、 そ の

利 用 を 制 限 す べ き で は な い 。

高 齢 者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ ス の 提 供 に 当

た っ て は 、 提 供 時 間 、 職 員 の 配 置 、 職 員 の 資

格 の 有 無 な ど に つ い て 居 住 者 に 十 分 に 説 明 し

て お く こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 入 居 者 の 個 人

情 報 や 、 緊 急 時 に 備 え て 作 成 し た か か り つ け

医 及 び 身 元 引 受 人 等 の 名 簿 に つ い て 、 個 人 情

報 の 管 理 の 観 点 に 十 分 に 配 慮 し て 取 り 扱 う こ

と が 望 ま し い 。

な お 、 緊 急 時 に お け る 通 報 等 に 係 る サ ー ビ

ス を 提 供 す る 場 合 に は 、 事 故 、 急 病 、 負 傷 に

迅 速 か つ 的 確 に 対 応 で き る 体 制 を 確 保 す る と

と も に 、 か か り つ け 医 、 身 元 引 受 人 等 と 緊 急

時 の 対 応 方 針 を 定 め て お く こ と が 望 ま し い 。

ま た 、 自 ら 当 該 緊 急 時 対 応 サ ー ビ ス の 提 供 を

行 わ ず 、 か つ 民 間 事 業 者 を 利 用 し て 当 該 サ ー

ビ ス の 提 供 を 行 う 場 合 に は 、 責 任 の 明 確 化 、

防 犯 上 の 観 点 か ら 、 警 備 業 法 （ 昭 和 四 十 七 年

法 律 第 百 十 七 号 ） 第 四 条 の 規 定 に よ り 都 道 府

県 公 安 委 員 会 の 認 定 を 受 け た 者 を 活 用 す る こ

と が 望 ま し い 。 さ ら に 、 安 否 確 認 を 行 う サ ー

ビ ス を 提 供 す る 場 合 に は 、 プ ラ イ バ シ ー を 侵

害 し な い よ う 、 そ の 方 法 に つ い て 、 あ ら か じ

め 入 居 者 の 同 意 を 得 て お く こ と が 望 ま し い 。

こ れ に 加 え て 入 居 者 か ら の 相 談 に 適 切 に 対 応

し 、 必 要 に 応 じ て 適 切 な サ ー ビ ス に 繋 ぐ こ と

が で き る よ う 、 地 域 の 福 祉 サ ー ビ ス の 提 供 主

体 と 連 携 体 制 を 構 築 す る こ と が 望 ま し い 。

四 高 齢 者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ ス の 変 更 又 は 終

了
高 齢 者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ ス を 提 供 す る 事

業 者 は 、 安 定 し た 高 齢 者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ

ス の 提 供 に 努 め る こ と が 望 ま し い 。 や む を 得

な い 理 由 に よ り サ ー ビ ス を 変 更 又 は 終 了 さ せ

る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 契 約 の 変 更 又 は 解 約

に 先 立 ち 、 入 居 者 に 十 分 に 説 明 す る こ と が 望

ま し い 。 な お 、 委 託 又 は 提 携 に よ り 高 齢 者 居

宅 生 活 支 援 サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 場 合 に

は 、 賃 貸 人 及 び 高 齢 者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ ス

提 供 事 業 者 は 、 入 居 者 へ の 説 明 や 代 替 事 業 者

の あ っ せ ん に 努 め る こ と が 望 ま し い 。

ま た 、 高 齢 者 の 身 体 機 能 の 変 化 等 に よ り 、

現 在 提 供 し て い る 高 齢 者 居 宅 生 活 支 援 サ ー ビ

ス で は 当 該 賃 貸 住 宅 に 居 住 が 継 続 で き な く な

る お そ れ が あ る 場 合 に は 、 介 護 サ ー ビ ス 等 の

紹 介 や 入 居 者 の 意 思 を 尊 重 し た 上 で の 必 要 な

サ ー ビ ス が 提 供 さ れ る 住 ま い の 紹 介 に 努 め る

こ と が 望 ま し い 。

さらに、現に心身の機能が低下し、又は障害が
生じている居住者がいる場合には、一般的に必要
な設計上の配慮事項を前提としつつ、当該居住者
の状況に応じ、さらに設計上の配慮が必要となる
場合がある。このため、この指針の第５には、こ
のような設計上の配慮に係る考え方を示すものと
する。
第１中「また、この指針は、社会状況の」を「な
お、この指針は、社会状況の」に改める。
第２．２eを次のように改める。
居室、便所、脱衣室、浴室等の間における温度
差をできる限りなくすとともに、ヒートショック
を未然に防ぐため、断熱及び換気に配慮したもの
であるとともに、暖冷房設備等を用いることがで
きる構造のものであること。
第４の次に次のように加える。
第５ 要配慮居住者のために個別に配慮する際の
指針
１ 適用範囲
現に心身の機能が低下し、又は障害が生じ
ていることにより設計上の配慮が必要な居住
者（以下「要配慮居住者」という。）がいる場
合の住宅（屋外部分を含む。以下同じ。）の設
計を対象とする。
２ 基本的な考え方
要配慮居住者がいる場合には、第２から第
４までに掲げる事項を前提としつつ、当該要
配慮居住者の心身の機能の低下の状況を踏ま
え、自立した日常生活動作及び外出等の円滑
化並びに要配慮居住者に対する介助の負担軽
減に資するよう住宅の設計を行うものとす
る。
この際、要配慮居住者の日常生活動作及び
外出等並びに要配慮居住者に対する介助の状
況に応じて、設計上配慮すべき部位及び仕様
を個別に検討するものとし、特に、住宅の改
修を行う場合には、併せて既存の住宅の状況
を把握し、その状況に応じて改修する部位及
び仕様を検討するものとする。

３ 住宅の設計の進め方
一 要配慮居住者及び住宅の特性等の把握
{ 要配慮居住者の特性の把握
要配慮居住者の心身の状況、日常生活
動作及び外出等の状況、日常生活の範囲
並びに必要とする介助を把握すること。
なお、状況の把握に当たっては、要配
慮居住者の心身の機能の変化が生じる可
能性についても留意すること。

| 住宅の特性の把握
道路との関係等を含めて住宅を設計す
る敷地の特性を把握すること。
また、住宅の改修を行う場合には、改
修する住宅の各室の形状及び面積、柱、
壁、開口部等の位置、給排水設備等の位
置、屋外と住宅の床の高さの関係等につ
いて、現況図の作成等により状況を把握
すること。

} 生活上の問題点等の把握
これまで居住していた住宅における要
配慮居住者の日常生活動作及び外出等に
係る問題点及び要配慮居住者に対する介
助の負担並びにこれらの原因となる住宅
の特性について把握すること。

二 住宅の設計方針の検討及び住宅の設計
要配慮居住者が居住する住宅には、要配
慮居住者の日常生活動作及び外出等を円滑
化する配慮が求められる。また、要配慮居
住者に対する介助が円滑に行われるために
は、介助動作に必要な空間の確保、介護サー
ビス事業者等が介助を行う室等に至る経路
の確保についての配慮とともに、福祉用具
等を使用する場合には、そのための配慮が
求められる。
このため、住宅の設計を検討するに当

たっては、要配慮居住者の日常生活空間を
想定した上で、要配慮居住者の特定寝室と
便所の近接配置、介助に必要な広さ、高さ、
幅員等の空間の確保、道路からのアプロー
チを含めた経路の確保、電源設備、給排水
設備、その他の介助に必要な設備に係る措
置、福祉用具等の使用に必要な空間の確保
又は構造等に係る措置について計画するこ
と。
なお、住宅の改修を検討する場合には、
改修する住宅の構造による制約が生じるこ
とに留意する。

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 九 百 六 号

高 齢 者 の 居 住 の 安 定 の 確 保 に 関 す る 基 本 的 な 方

針 （ 平 成 十 三 年 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 九 十 九 号 ）

の 四 に 定 め る 事 項 に 基 づ き 、 高 齢 者 が 居 住 す る 住

宅 の 設 計 に 係 る 指 針 の 一 部 を 改 正 す る 告 示 を 次 の

よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 一 年 八 月 十 九 日

国 土 交 通 大 臣 金 子 一 義

高齢者が居住する住宅の設計に係る指針の
一部を改正する告示

高齢者が居住する住宅の設計に係る指針（平成
十三年国土交通省告示第千三百一号）の一部を次
のように改正する。
第１中「身体の機能の低下が生じた場合にも」
を「心身の機能の低下が生じた場合にも」に、「示
すものであり」を「示すとともに」に、「特定の身
体機能の低下や」を「心身の機能が低下し、又は」
に、「のために個別に配慮する際には」を「が住み
続けるために必要とされる」に、「応じ、この指針
に示すもの以外の設計上の工夫を行う必要がある
場合がある。」を「応じた個別の住宅の設計上の配
慮事項を示すものである。」に、「また、この指針は、
高齢者の居住する住宅及び屋外部分が」を「この
指針の第２から第４には、高齢者の居住する住宅
及び屋外部分について」に、「基本的な措置又は介

助が必要となった」を「基本的な措置、介助が必
要である」に、「基本的な措置を確保するために必
要な事項」を「基本的な措置等を確保するための
一般的な住宅の設計上の配慮事項」に、「なお」を
「また」に、「措置に基づく」を「基本的な措置等
に係る」に、「基本レベルを示す」を「基本レベル
として示す」に、「措置が確保された」を「措置等
に係る」に改め、第三段落の次に次のように加え
る。
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